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原田たかし活動報告

　プスチックごみの海洋汚染など、現在では様々な
環境問題が社会問題として取り上げられています。
　環境問題を考える度に、その原点は1950年台に発
生した水俣病という公害問題ではないかと私は考え
ています。「今さら…」と思う方もいらっしゃるか
もしれませんが、現在でも約1,300人が患者認定を求
めて裁判が続けられています。
　水俣病は、熊本県八代海沿岸において、メチル水
銀が工場排水に混じって放出され、これらを多く取
り込んだ魚や貝を住民が摂取したことで発生した公
害病。第二水俣病、四日市喘息、イタイイタイ病と
並び日本における4大公害病のひとつに数えられ、
高度経済成長の負の側面を象徴しています。
　しかも、当初はその原因が隠蔽され、環境に配慮
した対策が遅くなり、多くの方が水俣病に罹患する
事態となってしまいました。
　また、妊娠中の母親がメチル水銀を摂取すること
で胎盤を介して胎児に影響を及ぼし胎児性患者が多
く出たことでも知られています。
　6月8日㈬、感染症の落ち着きが見えたことから、

県民クラブの仲間とと
もに水俣病現地調査
コーディネーターをし
てくれた企業組合エコ
ネットの永野隆文さん
の案内で現地調査を行
いました。
　まず、水俣駅前にあ

るチッソ（旧名称・日本窒素肥料株式会社）の前に
行きました。当時、患
者団体が交渉を求め
て、ここに座り込んで
いました。
　引き続き、工場から
メチル水銀を含む排水
が流された百間排水口
を見学。現在は使われていませんが、当時はここか
ら無処理の排水が1932年から30年以上にわたり流さ
れていました。
　続いて、水俣市立水俣病資料館を訪ねました。公
式確認前は、病気の原因がわからず、奇病か、それ
とも伝染病ではないかと恐れられていたため、被害
者に対し多くの差別が起きていたこと。また、1959
年にチッソ附属病院長らが工場の廃液を混ぜたえさ
を猫に与える実験を行い、水俣病を発症することが
確認されたものの、公表されなかったことなどの資
料が展示されていました。

　案内の永野さんが「この水俣病の一番の責
任はチッソにあることは間違いありません。
しかし、チッソが生産していた塩化ビニルは日本の
高度成長期に欠かせないものでした。豊かで便利な
暮らしを求め、それを甘受していた私たち市民に責
任はないので
しょうか？」と
いう投げかけ
は、私 た ち に
とって重い言葉
でした。
　水俣病患者は
人間の欲望の犠
牲者だったとも
言えるのかもし
れません。水俣病は、私たち市民一人ひとりに問い
かけられている問題であると感じました。
　1968年、政府により「チッソ水俣工場のアセトア
ルデヒド製造工程で副生されたメチル水銀化合物が
工場排水とともに排出。濃縮蓄積された魚介類を地
域住民が多食することにより生じたメチル水銀中毒
症である。」との水俣病に関する公式見解が発表さ
れました。
　なお、現在は塩化ビ
ニルは異なる方法で生
産されており、水銀を
触媒としたアセトアル
デヒドの製造は国内で
行なわれていません。
　次に、メチル水銀が
蓄積したヘドロ層を閉
じ込め埋め立てたエコパーク水俣に向かい、パーク

内にある慰霊碑で黙
祷。
　そして、被害者の視
点からこの水俣病問題
に取り組んでいる水俣
病歴史考証館へ。抗議
集会や交渉の場で掲げ
られていた「怨」の旗

が展示されていました。
　この旗の下で多くの患者や支援者が訴えていたの
は補償金の問題だけではなく、健康やおだやかな生
活を奪われた怒り。そして、このような事件を繰り
返させないという思いではないでしょうか。

　また、今回、3名の地元の水俣市議会員の方々と
意見交換会を持つことができました。その中で、参
加されていた市議の方が、出身地を尋ねられた際に
「熊本県です」と答えてしまうと言われていました。
「水俣市です。」と言うと、全ての方に「あの水俣病
の…」と言われるからというのです。自分の故郷を
すぐに言えない悔しさが胸に響きました。
　水俣で学んだことをきっかけに、大分県の、そし
て全国の安心して生活できる社会環境づくりにあら
ためて取り組んでいきたいと思いました。

水俣に
学ぶ
～県民クラブの仲間とともに現地調査～


